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亥鼻台の松韻に，半ば狂気の探求の現場から或いは休
むひまなき診察の詞夜からふと我に還る。自分とは何だ
ろうかと立ち返ることもあろう。この本はその戸惑い，
その髄みに親味に答えてくれる。のみならず勇者は立つ
べしと鼓舞する。
ところで読むほどに，この本の真塾さと這しさとはそ
の程震の代物ではないことが真ぐ悟られる。待望のJl喜 
E名誉教授の m近托医学の史的基盤"。の下巻が上梓さ
れてから余り遠くないある日，先生の教室の高弟桑田
教授から本誌に高著についての寄稿のすすめを強くうけ
た。
上巻に関連しては既に本誌に，かつて本学の医学議論
の講義の帯成に努力された柳沢名誉教授の意義探い書評
があ予 2にそれに対してJI喜田先生かちの答え3)が本誌
を飾ったことは周知のところである。 明ニ互に刊行され
た本書上巻は，近代医学の成立を考る上で重要な示唆に
富んだ労拝として新鮮な衝撃とともに追えられた。下巻
では，上巻と罰じ研究方法に基づき，十九世紀以降の発
展を跡づけ，第二次大戦後の医学を鳥験する。基礎・臨
床両分野にわたりまさに現代医学の思想、と方法論が薙立
されてゆく時期を熱の謹った筆致で実証的に説く・・・・"
と図書 (12月， 1977)泣詔介する。
求めに答えるべく，一生かかってお伴が出来ると安心
しながら准頂いておったA5版，緩組本文1226頁，岩波
書庄，東京， 1977の本書 2巻の章を追っての再通読のと
きを持った。
まえがき，序章近代医学の出発点一一血液箔環論の
確立，第工章医請の累型，第2章ギリシヤ塁学の揺
本千葉大学名誉教授
藍期，第 3章ヒポクラテス，第4章と第5章ギリシ
ヤ震学の展開と集成(上) (下)，第 6章中世前期の西
と東，第7章中世後期の酉方医学，第8章近代の繋
明期と涯学，第 9章と第10章十六世紀における近代医
学の胎動〈上) (下))，第 11章と第12章近代科学の誕
生と医学〈上)(下 L第13章と第14章近代医学の模索
(上) (下)，第 15章一第 17章近f¥;医学の編成(上)
(中) (下)，第 18章十八世紀医学の背景，第 19章十
九世紀ノξリ学探序説，第20章バリ学派の確立，第21章
パヲ学派の諸相，第22章近代詩神医学の出発，註〈横
組，頁 1一真106)の上巻につづいて下巻は次のように
構成される。
第24章と第25章十九世紀前期の臨床医学(上)(下)，
第26章中期十九世紀医学の構造と背景，第27章十九
世紀生理学の出発，第28章形態学の新しい動向，第29
章十九世紀の病理形態学，第30章生理学における化
学的方法の発展，第31章実験病理学とその周辺，第32
章と第33章十九世紀生物学の諸問題，第34章病原組
菌学の誕生とその霞学史的意義，第35章免疫学の発足，
第36章と第37章十九世紀後期の臨沫医学(上)(下)，第 
38章藷神医学の新しいアプローチ，第39章十九世紀衛
生学の諸問題，第40章一第42章二十世紀医学鳥轍(上)
(中)(下)，第 43章 むすび，一一1226頁.註〈標章旦頁71-
頁160)，上・下巻共通の文獣〈横組頁45-頁69)，事項
索引(損紐頁22ー 頁43)，人名索ヲl)横組頁工一真21)。
まことに労作である。徒事ではない，その壮大さへの
喜びとともに畏れすらをも鐘おす。現代の学罰的状況を
ふまえて西歌医学の藍史に，先生はこの通論を完成され 
ATSUSHI OKABAYASHI: “The Historical Basis of瓦ilodernMedical Science CPart n)by Dr. 
Yosio Kawakita円 -ASympathetic Study As Seen From the Inside 
現住所:干280 千葉市新千葉 3-17-10 
78 岡林
たのであった。国の内外をとわず，むしろ外廷的な医学
の概説あるいは概論はあっても，内包的に殊に現代に至
るまでその内面全体に遥ずるかかる医学の通史の試みを
知らない。
中にはい担込んでの共感と批判の筆は熟の譲ったと云
うよりも，クーJレで、実証的で，旦つ執劫ですちあるとみ
える。 A5寂1226頁の本文に加えてそこには，上巻106
頁と下巻90頁におよぶ註，並びに 503題におよぶ上・下
巻共通の文富士などの付録をみる。不案内な筆者などには
この懇窃な註と精選された文献はとヲわけ，有難い水先
案内である。医学熔以外の方々には不可欠の指針となる
ことであろう。
その成立の太初から現代に至るまでの文明史としての
匿学の資料の開拓と布石とは，まさに円熟の}II喜田博士
の頭脳の広さと深さによるもので、あることは論をまたな
い。ところで先生をこの作業に寵りたてた動機，あるい
はその史観のよって立つルーツの秘密をさぐることは出
来ないものであろうか。有難いことに，本書の序文〈上
巻〉には次の言葉が示されている。 前その不安の中での
反省の一つ辻，軍学と医舗の壁史に関するわたくしの知
識と理解の言いようもない貧しさ，浅さで、あった。その
思いは前著「感染議jを書き終えて以来日ましにつのつ 
fこ円。
もう男知の高著引惑染論，その生物学と病理学(1964)4)"
の核心昭二重の生物学n の猿自の世界観がその言いよう
もない壁史に関する貧しさの感へと先生を誘ったとも云
えようか。所詮は人の病いであるのだが惑染を二重の生
物学とみる手続きは，移植の免疫からはじまって物理学
の Sch出 dingerや分子生物学の Monod氏らの生命論，
あるいは決定論iこ対する確率論的な世界譲， fこ理解を示
しつつ externalimpactと internalexpressionの二
つの範需を持する Burnet鶏5)のそれと方向を同じくす
るとみえる。より高次に前者は two-dimensionalな生
物学を指向するわけである。物理学と化学を本来内部に
統一する分子生物学，あるいはより広いその新しい綜合
が意識的に企てられる新しい生物科学，さらには生物科
篤
学の母ともされる軍科学への観点としては絶好の立場で
あると患われる。
さわ云えど，医科学の成果を医学の形に実践する臨床
あるいは社会医学諸家には，この生物軒学的な医学の観
点に若干反発するものがあるに違いない。その発言をこ
そこの著者は持望している様子である。
疾病の内在的理由の探求を言とする伝統的な病理学域
の反誌は如何。立って天野重安教授6)が看援したように
病理学と細茜学との開には緯欝がある。既tこ完成してい
た古典炎症の概念と結菌学殊に感染のそれとの断絶のク
レグァスは深い。 )1喜田名誉教授のこの度の労作にあら
ためて学び立つ啓発されつつ我々の病理熔で詰腹より始
めよと云うが如く，もう作業がはじまっている様であ
る叱炎症と生体訪得臓器とでも云う如き概念をもって
するこの韓際の架矯作戦も遂行されることであろう。
先生にはいつまでも，この医学内面史の関連諸学に及
ぼす影響と成果を見とどける社事が残される。それでは
深い感詑のうちに再読の頁を一先ず関じることとする。
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